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１．研究計画の概要 
ストレス負荷による脳腸相関の評価  
(1)過敏性腸症候群の患者および健常者に対
して、より臨床の現場に準じた新たなストレ
ス負荷試験（情動ストループ負荷、ウィスコ
ンシンカードソーティング、鏡面描写など）
を施行する。 
(2)その時の脳機能を、最新の脳画像技術であ
る functional MRI にて評価するとともに、
大腸運動機能評価（大腸バロスタット検査）
も同時に行うことで、脳腸相関（Brain-Gut 
interaction）を解明する。大腸を刺激するこ
とによる脳機能画像の変化（末梢から中枢へ
の情報伝達）だけではなく、ストレス負荷に
よる脳機能と大腸機能の変化（中枢から末
梢）を検討することで、脳腸相関をより科学
的に明らかな病態として解明する。 
(3)ストレスホルモンであるコルチコトロピ
ン放出ホルモン（Corticotropin releasing 
Hormone：CRH）と、そのアンタゴニスト
であるα―helical―CRH を静注し、その反
応を脳機能と、大腸運動の両面から検討する。
αhelicalCRH を静注したときの脳機能画像
は未だなされたことがなく、その効果を明ら
かにして、消化管運動機能の改善と、脳科学
に基づいた QOL の向上を目指す新たな治療
法の開発のはじまりとするものである。 
近年、拡散テンソル画像という MR 画像処理
の発展により、神経細胞束を画像として捉え
ることが可能となってきている。PTSD やう
つ病での拡散テンソル画像で、帯状回の異常
が指摘されている。 
(4)過敏性腸症候群の患者での拡散テンソル
画像による脳機能の評価は未だなされてい
ない。過敏性腸症候群患者で、脳機能と共に、

脳に器質的変化が生じているかどうかを検
討する。脳機能の器質的異常が認められれば、
神経細胞が再生する事が証明されてきてい
る昨今の研究成果から、新たな薬物療法を開
発する出発点となりうる。新たな治療効果の
判定方法ともなり、治療法の選択に大きく貢
献できる。 
(5)過敏性腸症候群の重症度による相違の検
討も非常に重要であるため、各種心理検査と
共に、日本人で正当性を立証された IBS-QOL
による評価も試みる 
 
 
２．研究の進捗状況 
過敏性腸症候群の患者および健常者に対し
て、より臨床の現場に準じた新たなストレス
負荷試験を作成し、その時の脳機能を、
functional MRI にて評価するとともに、大
腸運動機能評価（大腸バロスタット検査）も
同期的に行うことで、脳腸相関（Brain-Gut 
interaction）をより科学的に明らかな病態と
して解明することを目的として研究を実行
した。 
(1)ストレス負荷プログラム及び付随システ
ムの構築と、健常者および患者について、検
査を施行した。ストレス負荷課題ストレス負
荷課題として、過敏性腸症候群特異的陰性情
動刺激を考案し、独自にコンピュータ・プロ
グラミングにて負荷刺激の作成に取り組み、
fMRI のタスクとして特殊な Presentation ソ
フトを使用し、その作成に成功。 
(2)現在、健常者を 30 名、過敏性腸症候群患
者 30 名に対して、ストレス負荷試験、拡散
テンソル画像検査を施行し、認知柔軟性の測
定、葛藤状態の創成、強迫的状況を産出の実
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験的確実性の評価を施行し、ストレス負荷強
度の調整と、ストレス負荷と同期した脳機能
画像 Functional MRI を撮影についても、
技術面で確立した。新たな、過敏性腸症候群
特異的陰性情動尺度の解析にて、健常者群に
比し、過敏性腸症候群患者群が有意にストレ
スを誘発されることを確認した。 
(3)ストレスホルモン負荷については、未だ実
験段階には至っていない。 
(4)拡散テンソル画像の画像解析中である。 
(5)IBS-QOL による評価については、すでに、
データは取り終わっており、データの解析を
施行中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初考慮していた、実験項目のうち、初期段
階の、ストレス負荷や、ｆMRI 画像作成の段
階は達成されており、すでに、一部解析を完
了している。さらに、他の項目についても、
実験システムの構築にほぼ目途がたってお
り、データの収集・解析を進める段階に至っ
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)ストレス負荷試験については、各刺激に
ついての詳細な要因の分析が残っているの
で、その継続解析を施行すると共に、刺激そ
のものの精度を上昇させることを目指す。 
(2)ｆMRI については、陰性情動刺激時の脳機
能画像を撮像する。 
(3)拡散テンソル画像の解析を進める。また、
解析方法そのものの改善が見込める部分が
あり、その点についてもアプローチしていく。 
(4)大腸運動機能測定機器と、MRI 装置とのシ
ステム構築を継続し、その後の研究へと発展
させる。 
(5)過敏性腸症候群患者の QOL（生活の質）や、
心理状態の評価は、すでに、データを得てい
るので、その解析にすすむ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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